
新型コロナウイルスワクチンの接種対象を『60〜64歳の人』及び『16〜59歳で基礎疾患を有する人』に拡大して接種を開始。クーポン券（接種券）
の発送時期及び予約受付開始時期等については、以下のとおり。

また、16歳から59歳の人に対しても、７月14日（水）に発送予定。

新型コロナウイルスワクチン 接種対象を拡大１

市 長 短 信
令和３年６月２８日

1

■クーポン券の発送時期等

【60〜64歳の人】
◎対象者：約6,300人
◎発送時期：６月22日（火）発送済み
◎予約受付：７月３日（土）9:00〜

【16〜59歳で基礎疾患を有する人】
◎対象者：約6,000人（※国が示す計算式により算定）
◎発送時期：７月１日（木）以降、申請した人に随時
◎予約受付：クーポン券が届き次第
＜基礎疾患を有する人のクーポン券の申請方法＞

①糸島市コロナワクチンコールセンターに電話で申請
（0570-092-321）

②FAXで申請（332-0408）※様式は任意
③インターネットを利用して申請
※申請時に必要な情報

⇒氏名・生年月日・住所・電話番号・基礎疾患の内容
※「基礎疾患を有する人」とは…

◎以下の病気や状態の人で、通院・入院している人
⇒慢性の呼吸器の病気・心臓病・腎臓病・肝臓病、

糖尿病、血液の病気、免疫機能が低下する病気、
染色体異常、睡眠時無呼吸症候群、重症心身障害、
重い精神疾患 など

◎基準（BMI 30以上）を満たす肥満の人
⇒BMI=体重(kg)÷身⻑(m)÷身⻑(m)
（※BMI 30の目安：170cmで87kg、160cmで77kg）

【参考】
■高齢者（65歳以上）の接種状況（※6月25日現在。V-SYSによる集計）

◎１回目接種：19,053人／約31,000人（61.5%）
◎総計（２回目接種含む）：26,595回分／約62,000回分（42.9%）

■糸島市に配分されるワクチンの使用計画
◎５月分：11,048回分

（集団：4,148回、高齢者施設等：1,900回、医療機関：5,000回）
◎６〜７月：49,987回分

（集団：32,687回、高齢者施設等：3,500回、医療機関：13,800回）
合計（５〜７月）：61,035回分
※６月末までに供給されるワクチンは、７月末までに全て使用予定。



東京パラリンピック66kg級代表内定 瀬戸勇次郎さん２
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６月３日に発表されたIBSA（国際視覚障害者スポーツ連盟）世界ランキングにより、日本視覚障害者柔道連盟が糸島市出身の瀬⼾勇次郎選手
を東京パラリンピックの代表候補選手として推薦決定（代表内定）。瀬⼾選手は、同じ66kg級でパラリンピック３連覇の実績を持つ藤本聡選手
のランキングポイントを上回り、見事代表内定を勝ち取った。
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■瀬戸選手のプロフィール

【氏名】瀬⼾ 勇次郎（せと ゆうじろう）
【生年月日】2000年１月27日生まれ（21歳）
【所属】福岡教育大学（４年）

◎先天性の目の病気（色覚異常の一種）で弱視。
（右：0.07、左：0.05）

◎柔道との出会いは４歳。２つ年上の兄に誘われ、
波多江柔道スポーツ少年団に入る。

◎前原⻄中学校、修猷館高校でも部活動を続け、高校３年生の時に視覚障害者柔道をはじめ、
全国視覚障害者学生柔道選手権（2017年）に初出場し、優勝。

◎現在、福岡教育大学の４年生として、特別支援学校教諭を目指して勉強を続けるとともに、
東京パラリンピック出場に向け練習に励んでいる。

【主な成績】
・2017年 全日本視覚障害者柔道大会 男子66kg級 第３位
・2018年 全日本視覚障害者柔道大会 男子66kg級 優勝
・2019年 東京国際視覚障害者柔道選手権大会2019 男子66kg級 優勝
・2019年 IBSAアジアオセアニアチャンピオンシップ（カザフスタン） 男子66kg級 第３位
・2019年 全日本視覚障害者柔道大会 男子66kg級 優勝（２連覇）
※2020年は、新型コロナウイルスの影響により、すべての大会が中止となった。

大会２連覇時の瀬⼾選手


